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通期連結業績予想と実績との差異等に関するお知らせ

　平成22年11月8日に公表しました平成23年3月期（平成22年4月1日～平成23年3月31日）の通期連結業績予想数値と実

績値に差異が生じましたので、下記の通りお知らせいたします。

記

１．平成23年3月期　通期連結業績予想数値と実績値との差異

　（平成22年4月1日～平成23年3月31日）

売　上　高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

前 回 発 表 予 想（Ａ）

百万円

121,000
百万円

4,200
百万円

4,100
百万円

1,600
円 銭

15.78
当　期　実　績   （Ｂ） 118,558 3,630 3,705 528 5.21

増　  減  　額（Ｂ－Ａ） △2,442 △570 △395 △1,072 －

増　  減  　率   （％） △2.0 △13.6 △9.6 △67.0 －

(ご参考) 前 期 実 績
(平成22年3月期通期) 115,000 3,637 3,638 967 9.54

２．差異の生じた理由

　グローバルでの販売店ルートの強化、新規顧客の開拓、新製品の積極拡販などに努めましたが、平成23年3月11日に発

生した東日本大震災の影響および米国住宅投資低迷の長期化や南欧市場低迷の影響などから、売上高は前回公表の業績

予想を下回りました。

　利益面においては、売上の減少や東日本大震災の影響により営業利益が減少したことに加え、以下のような特別損益

の計上などにより当期純利益も大幅に予想を下回りました。

①東日本大震災による特別損失の計上

　東日本大震災により被災した建物の修繕費用、機械装置等の復旧費用および工場休業に伴う固定費の回収損等、災害

による損失１５億８千８百万円を特別損失に計上しました。

②当社連結子会社の不適切な取引および会計処理に関するVAT（Value Added Tax：付加価値税）の特別利益への計上

　平成22年11月8日付｢過年度決算短信の一部訂正等について｣にて公表しました当社連結子会社の架空取引に対して支

払ったVATの会計処理につき各期に費用計上しておりましたが、今般還付が確実になったことから、付加価値税修正益

１３億５千３百万円を特別利益に計上しました。

以　上


